
平
成
二
十
四
年
四
月
十
九
日
提
出

質

問

第

一

九

六

号

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
た
め
に
内
閣
の
取
り
組
み
を
求
め
る
三
課
題
の
進
捗
状
況
に
関
す
る
質
問
主
意

書

提

出

者

橘

慶

一

郎
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東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
た
め
に
内
閣
の
取
り
組
み
を
求
め
る
三
課
題
の
進
捗
状
況
に
関
す
る
質
問
主
意

書

先
に
東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
が
経
過
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
被
災
地
の
復
興
と
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
の
影
響

へ
の
対
応
は
、
国
と
し
て
最
優
先
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
と
の
認
識
の
下
、
被
災
地
の
災
害
廃
棄
物
の
広
域
処
理
、
福

島
第
一
原
発
避
難
区
域
等
の
再
編
、
夏
場
の
電
力
供
給
の
確
保
の
三
課
題
に
つ
い
て
、
野
田
内
閣
の
早
期
か
つ
積
極
的
な
取
り

組
み
を
求
め
る
質
問
主
意
書
（
質
問
第
一
六
二
号
）
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
つ
い
て
は
、
内
閣
衆
質
一
八
〇
第
一
六
二

号
に
よ
る
答
弁
を
踏
ま
え
、
こ
の
間
の
内
閣
に
お
け
る
取
り
組
み
を
理
解
し
つ
つ
、
三
課
題
の
進
捗
状
況
に
関
し
、
以
下
八
項

目
に
わ
た
り
質
問
す
る
。

一

沿
岸
市
町
村
の
災
害
廃
棄
物
の
処
理
・
処
分
に
つ
い
て
、
受
け
入
れ
を
正
式
に
表
明
し
て
い
な
い
道
府
県
知
事
及
び
政
令

指
定
都
市
の
市
長
宛
て
に
、
平
成
二
十
四
年
三
月
十
六
日
付
で
野
田
総
理
が
受
け
入
れ
要
請
文
書
を
発
出
し
、
回
答
期
限
を

四
月
六
日
と
し
た
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
直
近
の
時
点
で
具
体
的
な
受
け
入
れ
を
表
明
し
た
自
治
体
数
を
伺

う
。

二

受
け
入
れ
を
表
明
し
た
自
治
体
に
は
、
逐
次
具
体
的
な
受
け
入
れ
要
請
を
す
る
べ
き
と
考
え
る
。
内
閣
衆
質
一
八
〇
第
一

一



六
二
号
に
よ
れ
ば
、
「
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日
時
点
に
お
い
て
、
八
府
県
及
び
同
府
県
内
の
八
政
令
指
定
都
市
に
対

し
、
合
計
で
約
九
十
一
万
ト
ン
の
災
害
廃
棄
物
処
理
の
受
入
れ
を
要
請
し
て
い
る
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
直
近
の
時
点
で

具
体
的
な
受
け
入
れ
を
要
請
し
た
自
治
体
数
及
び
量
を
伺
う
。

三

災
害
廃
棄
物
の
広
域
処
理
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
（
平

成
二
十
四
年
度
第
一
回
臨
時
会
合
）
に
お
い
て
も
議
題
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
だ
が
、
会
議
に
お
け
る
成
果
を
伺
う
。

四

被
災
地
の
市
町
村
別
の
災
害
廃
棄
物
の
処
理
・
処
分
の
現
況
に
つ
い
て
、
環
境
省
が
、
毎
週
把
握
・
公
表
し
て
い
る
こ
と

を
評
価
し
つ
つ
、
最
近
の
週
当
た
り
の
処
理
・
処
分
量
の
水
準
を
伺
う
。
ま
た
、
現
状
の
が
れ
き
推
計
量
で
あ
る
二
千
二
百

万
ト
ン
余
を
前
提
に
す
る
と
、
平
成
二
十
六
年
三
月
末
ま
で
に
全
て
処
理
を
終
え
る
目
標
を
達
成
す
る
に
は
、
週
平
均
二
十

万
ト
ン
余
の
ペ
ー
ス
で
処
理
・
処
分
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
思
う
が
、
内
閣
の
見
解
を
伺
う
。

五

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
伴
い
設
定
さ
れ
た
警
戒
区
域
及
び
避
難
指
示
区
域
等
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
に
川
内
村
と
田
村
市
、
同
月
十
六
日
に
南
相
馬
市
に
つ
い
て
実
施
さ
れ
、
内
閣
衆
質
一
八
〇

第
一
六
二
号
に
よ
れ
ば
、
「
そ
の
他
の
町
や
村
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
関
係
者
と
の
調
整
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

る
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
現
状
及
び
今
後
の
見
通
し
と
併
せ
て
住
民
説
明
会
を
開
催
済
み
の
市
町
村
数
（
四
月
六
日
時
点

二



で
二
市
村
。
）
を
伺
う
。

六

五
の
再
編
に
よ
り
、
居
住
制
限
区
域
及
び
帰
還
困
難
区
域
に
設
定
さ
れ
た
地
域
が
現
実
の
も
の
と
し
て
生
じ
た
こ
と
と
な

る
。
こ
れ
ら
区
域
の
住
民
を
中
心
に
、
避
難
を
継
続
さ
れ
て
い
る
方
の
帰
還
又
は
生
活
の
再
建
を
図
る
た
め
の
支
援
に
つ
い

て
、
内
閣
衆
質
一
八
〇
第
一
六
二
号
に
よ
れ
ば
、
「
福
島
県
及
び
関
係
市
町
村
等
の
意
見
も
聴
き
な
が
ら
、
復
興
庁
を
中
心

と
す
る
関
係
府
省
に
お
い
て
検
討
し
て
い
る
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
福
島
県
及
び
関
係
市
町
村
等
の
代
表
的
な
意
見
と
し

て
強
く
提
起
さ
れ
て
い
る
も
の
を
具
体
的
に
伺
う
。

七

平
成
二
十
四
年
夏
の
電
力
需
給
の
見
通
し
及
び
具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て
は
、
内
閣
衆
質
一
八
〇
第
一
六
二
号
に
よ
れ

ば
、
「
同
年
五
月
の
連
休
前
後
ま
で
を
目
途
に
取
り
ま
と
め
る
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
福
井
県
大
飯
郡
お
お
い
町
の

関
西
電
力
大
飯
原
子
力
発
電
所
三
号
機
、
四
号
機
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
十
三
日
の
内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
官

房
長
官
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
が
安
全
性
を
確
認
し
、
翌
日
、
経
済
産
業
大
臣
が
福
井
県
知
事
ほ
か

地
元
関
係
者
に
協
力
を
要
請
し
た
。
こ
れ
ら
二
つ
の
案
件
に
つ
い
て
は
、
把
握
し
う
る
情
報
を
精
査
し
、
科
学
的
、
技
術
的

吟
味
を
十
分
に
行
っ
た
上
で
、
野
田
内
閣
と
し
て
国
民
に
対
し
真
摯
に
向
き
合
い
、
説
明
を
尽
く
し
、
早
期
に
理
解
を
求
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
喫
緊
の
案
件
で
あ
る
と
思
う
が
、
決
意
を
伺
う
。

三



八

報
道
に
よ
れ
ば
、
経
済
産
業
大
臣
は
福
井
県
知
事
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
基
幹
電
源
と
し
て
電
力
供
給
を
担
っ
て
き
た
原
子

力
発
電
所
を
今
後
と
も
引
き
続
き
重
要
な
電
源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
と
発
言
し
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。
内
閣
と
す
れ
ば
、
中
長
期
的
に
は
原
発
へ
の
依
存
度
を
下
げ
て
い
き
た
い
立
場
で
あ
る
と
思
う
が
、
短
期
的
に
は
国
民

の
生
活
と
経
済
を
前
進
さ
せ
て
い
く
観
点
で
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
。
改
め
て
、
今
夏
、
今
冬
と
い
っ
た
近
未
来
に
お
け
る

原
子
力
発
電
所
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
、
本
発
言
を
踏
ま
え
、
野
田
内
閣
の
見
解
を
伺
う
。

右
質
問
す
る
。

四


